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１．調査の概要

 調査の方法

 この調査は、当金庫の営業地域で事業経営に従事されている方々にアンケート調査を実施したものです。

 分析の方法

 この調査は「0」を基準として「良い・増加・上昇・過剰」の答えと「悪い・減少・下降・不足」の答えの割合の差を

求めてDI（Diffusion Index 拡張指数）として表したものです。

企業数 回答数 回答率(%)

総 合 141 141 100.0

製 造 業 60 60 100.0

卸 売 業 15 15 100.0

小 売 業 20 20 100.0

サービス業 15 15 100.0

建 設 業 21 21 100.0

不動産業 10 10 100.0

 調査の先と回答状況  調査の対象時期

2026年 1月～  3月の実績

2026年 4月～  6月の予想

1



２．業況天気図

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
(予想)

総合

製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設業

不動産業
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３．10年間の推移・経営上の問題・当面の重点経営施策

経営上の問題

当面の重点経営施策
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10年間の推移



４．総合／業況・売上高・収益

業況

今期は悪化

来期は改善を予想

①業況ＤＩは▲9.2で対前期比2.8ポイント

悪化

②前年同期比2.1ポイント悪化

③来期ＤＩは▲0.7と8.5ポイント改善を

 予想

売上高 収益

今期は大幅減少

来期は大幅増加を予想

①売上高ＤＩは▲5.0で15.7ポイントの大幅

 減少

②前年同期比0.7ポイントやや減少

③来期ＤＩは16.4と21.4ポイントの大幅増加

 を予想

今期は大幅減少

来期は大幅増加予想

①収益ＤＩは▲9.2で対前期比14.2ポイント

の大幅減少

②前年同期比6.4ポイント増加

③来期ＤＩは8.6と17.8ポイントの大幅増加

 を予想
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５．総合／販売価格・仕入価格・在庫

販売価格 仕入価格 在庫

今期は横ばい

来期はやや下落を予想

①販売価格ＤＩは22.7で対前期比横ばい

②前年同期比2.8ポイント下落

③来期ＤＩは22.1と0.6ポイントやや下落を

 予想

今期は大幅下落

来期はやや上昇を予想

①仕入価格ＤＩは32.9で対前期比14.6ポイ

 ント大幅下落

②前年同期比9.7ポイント下落

③来期ＤＩは33.6と0.7ポイントやや上昇を

 予想

今期は過剰感が弱まった

来期は過剰感が強まる予想

①在庫ＤＩは0.8で対前期比2.4ポイント

 過剰感が弱まった

②前年同期比4.0ポイント過剰感が

 弱まった

③来期ＤＩは5.7と4.9ポイント過剰感が

強まる予想
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６．総合／資金繰り・雇用・設備の状況
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資金繰り 雇用 設備状況

今期はやや改善

来期もやや改善を予想

①資金繰りＤＩは▲11.3で対前期比0.8ポイ

 ントやや改善

②前年同期比3.5ポイント悪化

③来期ＤＩは▲10.7と0.6ポイントやや改善を

 予想

今期は不足感が強まった

来期は不足感が弱まる予想

①雇用ＤＩは▲24.8で対前期比5.5ポイント

 不足感が強まった

②前年同期比6.1ポイント不足感が強まった

③来期DIは▲20.7と4.1ポイント不足感が

 弱まる予想

今期は不足感がやや強まった

来期は不足感がやや弱まる予想

①設備状況ＤＩは▲11.5で対前期比

 0.6ポイント不足感がやや強まった

②前年同期比0.6ポイント不足感が

やや強まった

③来期ＤＩは▲10.9と0.6ポイント不足感が

 やや弱まる予想



７．業種別業況の推移／製造業 （回答：60社）
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2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 ▲15.0 ▲22.0 ▲6.7 ▲16.9 ▲21.7 ▲13.3 ▲13.3 ▲6.7

売上高 ▲3.3 ▲8.5 ▲11.7 ▲16.9 ▲6.7 0.0 ▲6.7 10.2

受注残 ▲6.7 ▲15.3 ▲10.2 ▲20.3 ▲10.2 ▲10.0 ▲3.3 3.4

収益 ▲15.0 ▲15.3 ▲23.3 ▲22.0 ▲1.7 0.0 ▲11.7 0.0

販売価格 26.7 22.0 23.3 20.3 23.3 23.3 28.3 23.7

原材料価格 50.0 54.2 38.3 42.4 48.3 40.0 40.0 33.9

原材料在庫 0.0 3.4 3.3 3.4 0.0 5.0 1.7 5.1

資金繰り ▲5.0 ▲16.9 ▲8.3 ▲15.3 ▲23.3 ▲11.7 ▲16.7 ▲16.9

雇用(人手) ▲23.7 ▲32.8 ▲20.0 ▲17.2 ▲18.3 ▲22.0 ▲23.3 ▲18.6

設備状況 ▲8.3 ▲15.5 ▲13.3 ▲10.2 ▲15.0 ▲15.3 ▲15.0 ▲13.6

業況は横ばい、来期は改善を予想

①業況は回答数60社のうち9社（15.0％）が「良い・やや良い」

17社（28.3％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲13.3で対前期比横ばい、来期は▲6.7と6.6

ポイントの改善を予想

③売上高ＤＩは▲6.7で対前期比6.7ポイントの減少、

   収益ＤＩは▲11.7で対前期比11.7ポイントの大幅減少

【お客さまの声（抜粋）】

①既存取引先から受注回復傾向にあ
り、今後も増加見込み。

（機械部品）

②設備投資を実施し、生産能力向上
に注力する。

（金属）

③昨年１１月頃より、受注残が減少傾
向である。今後の見通しとしては、不
透明な部分があり予想がつかない。

（眼鏡）



８．業種別業況の推移／卸売業 （回答：15社）

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 6.7 13.3 ▲20.0 6.7 7.1 20.0 ▲6.7 13.3

売上高 33.3 13.3 ▲13.3 20.0 14.3 33.3 ▲20.0 33.3

収益 26.7 26.7 ▲6.7 13.3 28.6 26.7 ▲6.7 40.0

販売価格 26.7 40.0 20.0 33.3 14.3 46.7 20.0 26.7

仕入価格 66.7 33.3 40.0 40.0 21.4 60.0 26.7 26.7

在庫 20.0 26.7 13.3 33.3 28.6 13.3 20.0 33.3

資金繰り 6.7 0.0 ▲6.7 0.0 0.0 0.0 6.7 6.7

雇用(人手) ▲13.3 ▲20.0 ▲20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

設備状況 0.0 0.0 ▲7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

業況は大幅悪化、来期は大幅改善を予想

①業況は回答数15社のうち2社（13.3％）が「良い・やや良い」、

 ３社（20.0％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲6.7で対前期比26.7ポイント大幅悪化、

来期は13.3と20.0ポイントの大幅改善を予想

③売上高ＤＩは▲20.0と対前期比53.3ポイントの大幅減少、

収益ＤＩも▲6.7と33.4ポイントの大幅減少

8

【お客さまの声（抜粋）】

①地元住民より安定した売上を確保。
 大きな変更なく、今後も推移する予
定。年末、年始においては売上を
確保している。 （食料品）

②取引先の景気は、特に良いと言っ
ているところは見られず、更に財布
の紐は固くなっているように感じる。
春には、大口の納品が控えている
ものの、全体をみれば小売店での
格差は広がり増々偏った商売にな
りそう。

（眼鏡）



９．業種別業況の推移／小売業 （回答：20社）

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 ▲5.0 ▲10.0 ▲20.0 ▲30.0 ▲27.8 ▲5.0 0.0 0.0

売上高 ▲5.0 20.0 5.0 0.0 ▲5.6 35.0 ▲15.0 20.0

収益 ▲10.0 0.0 ▲15.0 ▲10.0 0.0 5.0 ▲20.0 15.0

販売価格 35.0 40.0 25.0 45.0 27.8 25.0 5.0 25.0

仕入価格 60.0 60.0 35.0 55.0 44.4 60.0 20.0 45.0

在庫 0.0 5.0 5.0 0.0 5.6 0.0 ▲5.0 0.0

資金繰り ▲15.0 ▲20.0 ▲25.0 ▲25.0 ▲22.2 ▲30.0 ▲15.0 0.0

雇用(人手) ▲15.0 ▲20.0 ▲10.0 ▲15.0 ▲16.7 ▲35.0 ▲35.0 ▲35.0

設備状況 ▲5.0 ▲5.0 ▲15.0 0.0 ▲5.6 ▲5.0 ▲10.0 ▲10.0

業況は改善、来期は横ばいを予想

①業況は回答数20社のうち2社（10.0％）が「良い・やや良い」、

2社（10.0％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、0.0で対前期比5.0ポイントの改善、

来期は0.0と横ばいを予想

③売上高DIは▲15.0で対前期比50.0ポイントの大幅減少、

収益ＤＩも▲20.0で対前期比25.0ポイントの大幅減少
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【お客さまの声（抜粋）】

①中古車販売が不振の一方、新車
販売は好調。納車までに時間がか
かること、人件費の増加が課題。
他メーカーとの競合が激しく、今後
の見通しは不明である。

（自動車）

②現金よりもクレジットの売掛が多く資
金繰りが苦しい。ブランド事業を拡
大し、利益確保を図る。

（食料品）



１０．業種別業況の推移／サービス業 （回答：15社）

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 13.3 20.0 ▲6.7 6.7 0.0 0.0 ▲6.7 6.7

売上高 26.7 46.7 20.0 33.3 6.7 13.3 ▲6.7 13.3

収益 13.3 26.7 ▲6.7 13.3 0.0 26.7 ▲20.0 ▲13.3

販売価格 33.3 40.0 26.7 0.0 20.0 13.3 33.3 13.3

仕入価格 53.3 78.6 46.7 33.3 46.7 40.0 40.0 13.3

資金繰り 6.7 6.7 0.0 ▲6.7 0.0 ▲6.7 0.0 0.0

雇用(人手) ▲13.3 ▲40.0 ▲14.3 ▲33.3 ▲20.0 ▲13.3 ▲33.3 ▲20.0

設備状況 ▲6.7 ▲13.3 ▲7.1 ▲13.3 ▲6.7 ▲26.7 ▲20.0 ▲21.4

業況は悪化、来期は大幅改善を予想

①業況は回答数15社のうち2社（13.3％） が「良い・やや良い」、

 3社（20.0％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲6.7で対前期比6.7ポイント悪化、

 来期は6.7と13.4ポイント大幅改善を予想

③売上高ＤＩは▲6.7で対前期比20.0ポイントの大幅減少、

収益ＤＩも▲20.0で対前期比46.7ポイントの大幅減少
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【お客さまの声（抜粋）】

①主要取引先である運送業者が人
材確保に苦戦している。稼働車
両が減少すると車両を手放すこ
とになり、受注減少に繋がる。

（自動車整備）

②原材料費の上昇により、収益面
では、厳しい状況。業務効率化
や経費削減にも取り組み、安定
した経営の維持を図っている。

（自動車販売・整備）



１１．業種別業況の推移／建設業 （回答：21社）

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 ▲9.5 ▲4.8 0.0 ▲4.8 4.8 ▲14.3 ▲14.3 0.0

売上高 ▲9.5 19.0 ▲4.8 ▲4.8 ▲4.8 9.5 9.5 14.3

受注残 ▲28.6 0.0 ▲14.3 ▲23.8 9.5 4.8 0.0 4.8

施行高 ▲4.8 28.6 0.0 ▲9.5 ▲4.8 9.5 4.8 19.0

収益 ▲28.6 ▲9.5 ▲14.3 ▲4.8 ▲9.5 ▲4.8 0.0 4.8

請負価格 4.8 14.3 38.1 4.8 4.8 0.0 23.8 19.0

原材料価格 60.0 57.1 66.7 61.9 61.9 57.1 28.6 42.9

原材料在庫 5.3 ▲10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲5.3 0.0

資金繰り 0.0 ▲9.5 0.0 0.0 0.0 ▲9.5 ▲9.5 ▲4.8

雇用(人手) ▲38.1 ▲28.6 ▲30.0 ▲14.3 ▲14.3 ▲23.8 ▲38.1 ▲33.3

設備状況 ▲9.5 0.0 ▲4.8 5.0 ▲4.8 0.0 ▲4.8 ▲4.8

業況は横ばい 、来期は大幅改善を予想

①業況は回答数21社のうち2社（9.5％）が「良い・やや良い」、

5社（23.8％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲14.3で対前期比横ばい、来期は0.0で14.3ポイ

 ントの大幅改善を予想

③売上高ＤＩは9.5で対前期比横ばい、

収益ＤＩは0.0で対前期比4.8ポイントの増加
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【お客さまの声（抜粋）】

①公共工事を中心に受注状況は良
好であるが、工期の遅れが生じ、
資金繰りが読みづらい。   

（土木工事）

②昨年度は苦戦したが、今年度は受
注確実な工事もあり、大幅な増収
増益となることが確実である。

（建築工事）

③鉄骨需要の落ち込みで単価の値崩
れが起きている。今年一杯はこの
ような状況が続く予定。

（鉄骨工事）



１２．業種別業況の推移／不動産業 （回答：10社）

2024年 2025年 2026年

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
（予想）

業況 ▲10.0 30.0 20.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0

売上高 10.0 50.0 0.0 20.0 20.0 ▲10.0 20.0 30.0

収益 0.0 50.0 0.0 20.0 10.0 ▲10.0 20.0 40.0

販売価格 33.3 20.0 20.0 30.0 20.0 40.0 10.0 20.0

仕入価格 33.3 20.0 30.0 40.0 30.0 40.0 22.2 30.0

在庫 ▲11.1 0.0 10.0 0.0 0.0 ▲10.0 ▲10.0 ▲10.0

資金繰り 11.1 10.0 0.0 0.0 10.0 ▲10.0 ▲20.0 ▲20.0

雇用(人手) ▲20.0 ▲10.0 ▲10.0 0.0 ▲20.0 0.0 ▲10.0 ▲10.0

業況は横ばい、来期も横ばいを予想

①業況は回答数10社のうち1社（10.0％）が 「良い・やや良い」、

1社（10.0％）が 「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、0.0で対前期比横ばい、

 来期も0.0で横ばいを予想

③売上高ＤＩは20.0で対前期比30.0ポイントの大幅増加、

収益ＤＩも20.0で対前期比30.0ポイントの大幅増加
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【お客さまの声（抜粋）】

①坂井市内エリアは人気であり、今後
も取引は多いと見込む。個人だけ
でなく法人の取り扱いも増加してい
く予定。

（不動産）



１３．地場産業調査（眼鏡産業・繊維産業）
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業況は横ばい、来期も横ばいを予想

①業況は回答数10社のうち、「良い・やや良い」と回答した企業は

１社（10.0％）、４社（40.0％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲30.0と対前期比横ばい、来期も▲30.0と横ばいを

 予想

③売上高ＤＩは▲30.0で対前期比20.0ポイントの大幅減少、

収益ＤＩも▲30.0で対前期比10.0ポイントの大幅減少

眼鏡産業 （製造業8社・卸売業2社）

業況は大幅悪化、来期は大幅改善を予想

①業況は回答数14社のうち、1社（7.1％）が「良い・やや良い」、

 6社（42.8％）が「悪い・やや悪い」と回答

②業況ＤＩは、▲35.7と対前期比20.3ポイントの大幅悪化、

 来期は▲7.1と28.6ポイントの大幅改善を予想

③売上高ＤＩは▲35.7で対前期比12.6ポイントの大幅減少、

収益ＤＩは▲7.1で対前期比0.6ポイントやや増加

繊維産業 （製造業9社・卸売業5社）



１４．特別調査

（５）個人としてどのような資産管理・運用をしていらっしゃいますか。（複数回答）

（１）今後の10年先の自社の経営についてどのように展望していますか。 （２）現在の社長の年齢階層を教えてください。

「中小企業経営者のライフデザイン」（1）
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（３）いつまで現役を続けたいとお考えですか。 （４）引退した後の生活資金についてどのようにお考えですか。



１４．特別調査

（６）人材定着に向けて2026年中に賃金の引上げを実施しますか。

「中小企業経営者のライフデザイン」（2）
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